
 

   

2026 年４月 10 日 

各  位 
会 社 名   

代 表 者 名  代表取締役社長 CEO 下地 毅 
（東証プライム市場 コード番号 3608） 

問 合 せ 先  経営戦略部 財務広報 IR課 長谷川 俊介 
Ｔ Ｅ Ｌ  03(5785)6400 

 

通期個別業績と前事業年度実績値との差異に関するお知らせ 

 

 

2026 年２月期 通期個別業績と前事業年度実績値との差異に関しまして、下記のとおりお知らせします。  

 

記 

 

１．2026 年２月期 通期個別業績と前事業年度実績値との差異（2025 年３月１日～2026 年２月 28 日） 

（単位：百万円） 

 営 業 収 益 営 業 利 益 
（損失△） 

経 常 利 益 
（損失△） 

当期純利益 
（損失△） 

2025 年２月期 (A) 2,759 △3,273 △2,531 13,838 

2026 年２月期 (B) 4,506 △473 393 1,335 

増減額 （B－A） 1,746 2,799 2,924 △12,503 

増減率 (%) 63.3 ― ― △90.3 

 

２． 差異の理由 

2026 年２月期の個別業績につきまして、営業収益は子会社からの受取配当金の増加等により前事業年

度を上回り、45 億６百万円となりました。営業損失は中期経営計画に基づく収益構造改革に伴う一過性

費用の減少により赤字幅が縮小し、△４億 73 百万円となりました。 

経常利益は為替差益が２億 63 百万円発生したほか、受取利息および受取配当金の増加等により営業外

収益が増加した結果、３億 93 百万円となりました。 

特別損益は、投資有価証券売却益の増加があったものの、前事業年度に計上した不動産売却益等の反動

により減少しました。 

この結果、当期純利益は前事業年度に比べ 125 億３百万円減少し、13 億 35 百万円となりました。 

 

   以 上 


